
様　式　イ

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ・ 事 業 の 予 定
地域密着型雪処理施設については、アクセスサッポロ駐車場の１９年度供用に向け、取り組みを進める。
　パートナーシップによる排雪については、市民要望の高い生活道路の排雪作業であるため、引続き事業を継続するとともに、制度
の見直しを含め市民との議論を交えて検討を進める必要がある。

施策体系ｺｰﾄﾞ 3-3-4 事 業 名

事

業

内

容

（
量

･
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所

･

規

模

等

）

地域に密着した雪処理の推進

建設局管理部雪対策室事業課　尾崎　211－2662

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

事

業

内

容

・パートナシップによる生活道路の排雪レベルＵＰ
　　排雪延長距離の増
       （H15）1,023件→（H18）1,100件
　　　⑯27件増　　⑰52件増　　⑱77件増
・地域密着型雪処理施設の整備
　　施設整備　　（Ｈ１６）月寒公園内
                    （Ｈ１７）伏古公園北側隣接地

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞パートナーシップによる冬期生活環境の充実を図るため、市民・企業・
行政のそれぞれが役割を分担し連携しながら生活道路の排雪を進める
とともに、地域から発生する雪をその地域内で処理するための地域密
着型の雪処理施設の整備を推進する。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
・地域密着型雪処理施設整備（月寒公園）
　　豊平区月寒公園内において、公園内を通過する下水道幹
線に投雪口を設け、未処理下水の持つ熱エネルギーを活用し
た雪処理施設を整備した。

　　シーズンあたり、約３万ｍ
３
の雪処理を見込んでいる。

・パートナーシップ排雪
　【対H15比】98件増 (1,121件)

・地域密着型雪処理施設整備（伏古公園北）
　　東区伏古公園北側隣接地（下水道管路用地）において、下
水道幹線に投雪口を設け、未処理下水の持つ熱エネルギー
を活用した雪処理施設を整備した。

　　シーズンあたり、約３万ｍ
３
の雪処理を見込んでいる。

・パートナーシップ排雪
【対H15比】147件増(1,170件)

平 成 18 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ）
・パートナーシップ排雪
　【対H15比】68件減 (955件)
平成１８年度は暖冬、降雨により取り消し件数が多かった。
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評    価 (　成　果　）

課    題

・H17からH18年度については、対H15年比68件減と計画を大
きく下回り、215件の減少となった。これは、暖冬、降雨による積
雪深が少なく、取り消し件数が多かった。このように、除雪事業
は気象に大きく左右される。

　パートナーシップ排雪は、地域からの申請により実施するも
のであり、申請件数は増加傾向にあるが、今冬のように気象に
大きく左右される事業である。
　また、地域が負担する金額は一定額としているため、大雪な
どにより排雪量が増加すると、市の負担額が大きくなる。予算
上は地域と市の負担割合は5:5であるのに対し、実際は3:7（大
雪時には2:8）となっており、制度の見直しについて市民との議
論の中で検討していく必要がある。
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（単位：千円）

3-3-4

計

512,000

項  目

事　　業　　費　　の　　推　　移

事 業 名地域に密着した雪処理の推進施策体系ｺｰﾄﾞ

35,450
40,336

0
436,214
1,097,248
71,450
90,450

0
935,348

18 年 度

170,816

170,816
116,117
1,950
1,950
0

112,217

17 年 度

185,049
18,250
23,652

143,147
515,085
42,000
61,000

0
412,085

16 年 度

156,135
17,200
16,684

122,251
466,046
27,500
27,500

0
411,046

国 ･ 道 支 出金

事 業 費

財

源

内

訳

計　画 市 債

そ の 他

一 般 財 源

実　績

計  画  と  の  差  異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

［全   体］［16年度］［17年度］［18年度］

○パートナーシップ排雪
　18年度の降雪量は、平成１７年度と変わらなかったものの、１月までは暖冬、小雪であったこと、また１２月２７日・１月７日・１月３１日
の降雨により積雪量が少なく、気温も高く推移したことから排雪量が減少した。これにより、計画事業費140,049千円に対して、執行額
403,085千円（262,836千円増）となった。
　また、受付件数は、計画では17件増（15年度比）の1,040件を見込んでいたが、ほぼ計画通り22件増の1,045件であった。しかし、上
記の理由（暖冬・降雨）により、取り消し件数が９０件となり制度利用件数は955件に留まった。
　しかし、生活道路の排雪に対する市民要望は年々高まっている。
○地域密着型雪処理施設
　計画通りに整備を実施した。なお、投雪効率の向上のため施設仕様の見直しを行ったことにより、計画事業費45,000千円に対し、
118,168千円（73,168千円増）の執行となった。

18 年 度 末
( 目 標 )

国 ･ 道 支 出金

事 業 費

財

源

内

訳

市 債

そ の 他

一 般 財 源

主　な　施　設、　サ　ー　ビ　ス　等　の　整　備　水　準

18 年 度 末
( 実 績 )

17 年 度 末
( 実 績 )

16 年 度 末
( 実 績 )

15 年 度 末
( 現 状 )

項　　　　　　目

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳

経・臨 枠内外 16年度 17年度 18年度 計

パートナーシップによる生活道路の排雪レベルアップ 経常 枠内

雪対策施設整備費（一部） 臨時 枠内

地域密着型雪処理施設新設（下水道河川部） 臨時 枠内

計

367,841

43,205

55,000

466,046

403,085

28,000

84,000

515,085

109,756

2,461

3,900

116,117

880,682

73,666

142,900

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－

－

0

0

0

0

1,097,248

進捗率(％ )

－
－
－
－
－

214.3
－

－


